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2025年２月期中間会計期間業績予想と実績値との差異に関するお知らせ  
 

 2024 年４月 12 日に公表いたしました 2025 年 2 月期中間会計期間業績予想と本日公表の実績値に差異が生じ

ましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

1．2025 年 2 月期 中間会計期間業績予想と実績値との差異  （2024 年 3 月 1 日～2024 年 8 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 １ 株 当 り 中 間 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 18,900 269 280 206 162.99 

今回実績値（Ｂ） 18,140 29 0 19 15.24 

増減額（Ｂ－Ａ） △759 △239 △279 △186 － 

増減率（％） △4.0 △89.0 △99.9 △90.7 － 

(ご参考)前中間会計期間実績 

(2024 年 2 月期中間会計期間) 
18,960 287 301 197 156.02 

 

2. 差異の理由 

 当中間会計期間の業績につきましては、既存店売上高は前年同期比 99.1％で推移しましたが、経営資源の最

適化のため前事業年度に対して２店舗を閉店した売上減少要因もあり、前中間会計期間に対して減収となりま

した。営業総利益はお客様の節約志向に対応するために、原材料上昇に伴う仕入れコストの上昇分をすべて価

格に転嫁出来なかった影響もあり、想定を下回って推移いたしました。販売費および一般管理費につきまして

は、白老店の営業譲受があったことにより計画外の仲介手数料及び開店経費が発生しましたが、一方で、前事

業年度から導入したセルフレジによる人件費の最適化等により経費削減を徹底した結果、販売費及び一般管理

費は前年同期比 98.6％となりましたが、売上高の低迷による売上総利益の減少をカバーするまでには至らず、

また、財務体質の改善を目的にシンジケートローンを組成したことで計画外の手数料が発生し、これらの結果、

経常利益は当初公表予想から 99.9％、当期純利益は同じく 90.7％下回ることとなりました。 

 

3. 通期 

通期の業績予想につきましては現在精査中であり、2024 年４月 12 日に公表した通期業績予想を据え置きま

す。今後の販売動向や為替動向を踏まえ、業績予想の修正が必要となる場合には速やかに開示いたします。 

 

※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以 上 


